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みんないっしょに

楽しい給食

’92 ３
月

２月20日森汪野小学校・幼稚園が完 成し、

３月2 LIか ら新しい校舎で授 業が開始され ま

し た。

近代的 な校舎 の中でも特に、多目的ホール

と全校児童 が会食できる食堂か大 きな特徴の

ひとっ です。 １年生から６年生 までの全 校生151

名が食堂に集まり、み んない っし ょに 食

事をする給食の時間が、い ちだんと楽しく な

り ました。



森江野
小学校
幼稚園完成

３月２日から

待望の授業

森江野小学校・幼稚園の改築工事が２月20H に完

成し、３月 】日までに旧校舎からの引っ越しを済ま

せ、２日から祈枚舎（哨舎）での授業を開始しまし

た。

旧校舎の老朽化が進んだため、約 5 億 3 千万円を

かけ、昨年６川から工事を行っていました。

新 校 合 ( 舎）は鉄筋コンクリート造り一部２階

建てで、延べ床面積約2.5 ㎡。約2.20jl㎡ を小学

校、約383 ㎡ を幼稚園として使用され、小幸校は普

通教室６室のほか、図工、理科、政楽、宰庭、図書

室などの持別教室、１階には全校児童が会食できる

食堂、各階には多目的ホール。幼碓園には保育室、

遊戯室が設けられています。

３月23日に卒業式 を控えた６年生は「ｌ か月と短

かい期間ですが。新しい校舎で勉強できて、とても

良い思い出になります」と、完成を喜んでいました。

▲２階 多目的ホール

▲旧 校舎

Ａビッカピカだ（一般公開・２月2S日） Ａ引っ越し（２月29日）



Ａ幼稚箘遊戯室（お別れ会・３月６日）

▲新　　　 枚　　　 舎

▲番通教室（１年生）

▲ａ傭の整った放送宣

▲完成間近の板橋東住宅団地

完
成
問
近
の

板
橋
東
住
宅
団
地

～
ふ
る
さ
と
マ
イ
ホ
ー
ム
推
進
事
業
～

町
で
は
、
豊
か
で
住
み
よ
い
町
づ

く
り
を
目
指
し
。
快
適
な
生
活
環
境

を
整
備
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町

外
者
の
流
入
を
積
極
的
に
推
進
し
て

お
り
ま
す
。
町
の
活
性
化
と
年
々
高

ま
る
住
宅
需
要
へ
の
対
応
と
し
て
。

昨
年
十
二
月
か
ら
小
坂
字
北
窿
地
内

に
住
宅
団
地
の
造
成
を
行

り
て
き
ま

し
た
が
。
現
在
、
そ
の
工
事
か
完
成

間
近
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

板
檎
東
住
宅
団
地
の
総
面
積
は

Ｉ

〇
、
五
八
九
平
方
メ
ー
ト
ル
で
全
二

十
二
区
画
（
一
区
画
平
均
三
三
三
・

一
四
平
方
メ
ー
ト
ル
）
。
団
地
内
に

は
憩
い
の
場
と
し
て
の
公
園
、
道
路
、

水
道
な
ど
の
公
共
施
設
か
完
備
さ
れ

て
い
ま
す
。



ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
使
用
禁
止

～
４
月
１
日

か
ら
は

1
0万
円
以
下

の
罰
金
～

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
に
よ
り

発
生
す
る
粉
匕
ん
を
防
止
す
る
法
律

か
制
定
さ
れ
、
環
境
庁
艮
官
が
指
定

す
る
地
域
で
は
、
昨
年
四
月
一
日
か

ら
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
か
禁

止
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
。
今
年
の

四
月
一
日
か
ら
は
違
反
者
に
対
し
て

は
十
万
円
以
下
の
罰
金
か
科
せ
ら
れ

ま
す
。

よ
り
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
っ

て
い
く

た
め
に
、
早
め
に
ス
パ
イ
ク

タ
イ
ヤ
を
履
き
換
え
ま
し
ょ
う
・

◇
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
禁
止
が

除
外
さ
れ
る
自
動
車

身
体
障
害
者
及
び
戦
傷
病
者
で
。

一
定
の
障
害
を
持
っ
て

い
る
人
自

ら
が
運
転
す
る
自
動
車
。

パ
ト
カ
ー
や
救
急
車
・
消
肪
車
等

の
緊
急
自
動
車
。

県
や
市
町
村
等
の
公
共
団
体
の
車

で
、
緊
急
用
務
を
行
う
た
め
に
、

環
境
庁
長
官
の
証
明
を
受
け
た
自

動
車
・

◇
大
型
車
に
対
す
る
ス
パ
イ
ク
タ
イ

ヤ
の
使
用
禁
止
・
罰
則
の
適
用

平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
は
、
大

型
車
（
車
輛
総
重
量
３
ト
ン
以
上
）

の
ス
パ
イ
々
’
タ
イ
ヤ
も
使
用
禁
止

お
よ
び
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

ご

刊

用

く

だ

さ

μ

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

ピ

ン

抜

き

器

◇
貸
し
出
し
期
間

３
日

間

◇
貸
し
出
し
鳩
所

役
楊
企
画
商
工
踝
商
工
扱
興
係
お

よ
び
町
公
民
館
に
準
備
し
て
ゐ
り

ま
す
。
電
話
な
ど
で
在
康
を
確
昭

し
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
企
画
商
工
踝
商
工
振
興
係

一

翦
2
1
1
1

内
線
２
５
４

・
町
公
民
館

Ｓ
Ｓ
2
6
7
6

土 地 取 引

一定面積以上は

届け出が必要です

国
土
利
用

計
画
法
の
ね
ら
い

み
ん
な
が
自
分
勝
手
に
土
地
を
利

用
し
。
自
分
の
利
益
だ
け
を
考
え
て

投
機
的
な
土
地
取
引
を
行
り
た
ら
ど

う
な
る
で
し
ょ
う
か
？
　
土
地
問
題

の
解
決
の
た
め
に
は
国
民
の
皆
さ
ん

一
人

］
人
に
土
地
は
公
共
性
・
社
会

性
を
持
っ
た
資
源
で
あ
る
と
い
う
認

臓
を
持
っ
て
頂
く
必
要
か
あ
り
ま
す
。

国
土
利
用
計
圖
法
は
、
土
地
の
投

機
的
取
引
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、

乱
用
開
発
を
防
ぐ
た
め
、
土
地
取
引

に
つ
い
て
届
出
制
を
設
け
て

い
ま
す
。

一
定
面
積
以
上
の
土
地
の
取
引
を
し

よ
う
と
す
る
時
は
。
こ
の
法
律
に
よ

り
あ
ら
か
じ
め
知
事
等
に
届
け
出
な

け
れ
ぱ
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

届
け
出
の
必
要
な
土
地
取
引

一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い
て

売
買
な
ど
の
取
引
を
す
る
鳩
合
は
、

届
け
出
が
必
要
で
す
。

※
売
買
な
ど
の
取
引
と
は
…
…
…

充
買
、
代
物
弁
済
、
交
換
、
共
有

持
分
の
譲
渡
、
営
業
譲
渡
．
地
上
権
・

賃
借
権
の
設
定
・
譲
渡
、
譲
渡
担
保
、

予
約
完
結
権
・
買
戻
橋
等
の
譲
渡

届
け
出
は
契
約
の

六
週
間

前
ま
で

に

契
約
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

取
引
の
当
事
者
（
売
買
の
鳩
合
で
あ

れ
ば
売
主
と
買
主
）
は
、
取
引
の
予

定
価
格
や
利
用
目
的
を
書
い
た
知
事

あ
て
の
届
出
書
に
必
妥
な
書
類
を
添

付
し
て
、
契
約
を
結
ぶ
六
週
間
前
ま

で
に
、
役
場
企
画
商
工
課
企
画
調
整

係
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
受
け
た
知
事
は
、
取
引

価
格
と
利
用
目
的
に
つ
い
て
審
査
を

行
い
、
価
格
が
著
し
く
適
正
を
欠
く

場
合
、
利
用
目
的
が
土
地
の
利
用
に

関
す
る
叶
画
に
適
合
し
な
い
場
合
な

ど
に
は
取
引
の
中
止
ま
た
は
変
更
を

勧
告
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

以
外
の
場
合
に
は
、
届
け
出
日
か
ら

六
週
間
以
内
に
勧
告
を
し
な
い
旨
を

文
書
に
よ
り
通
知
し
ま
す
。

こ
の
通
知
を
受
け
取
れ
ば
、
契
約

が
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

届
け
出
を
し
な
い
と

届
け
出
を
し
な
い
で
土
地
取
引
を

し
た
り
、
偽
り
の
届
け
出
を
す
る
と

六
か
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
百
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
届
け
出
・
問
い
合
わ
せ

企
画
商
工
課
企
画
調
整
係

Ｓ
鰉
2
1
1
1

内
線
２
５
３

(ｲ)市街化区域

２ ，０００ ㎡以 上

(口)市街 化調 整区域

5 , 0 0 ㎡以上

网その他の区域

1 0 , 0 0 ㎡以上

届出の必要な土地



ふるさとの文化財8

9

石毋田供養石塔と

満 福 寺 跡 考

菊　池　利　雄

石母田供養石塔周辺地籍集成図

鎌
倉
時
代
の
中
期
、
徳
治
一
二
年

（
コ
ニ
○
七
）
当
時
高
名
な
元
の
帰

化
僧
で
あ
る
一
山
一
寧
に
、
僧
知
攻

が
草
し
た
先
祖
の
供
養
文
の
浄
書
を

依
頼
し
、
こ
れ
を
碑
面
に
刻
し
た
石

毋
田
供
養
塔
（
国
史
跡
）
が
あ
る
。

石
塔
は
県
境
山
鎖
大
峠
山
に
源
を
発

す
る
渓
流
蛭
沢
川
沿

い
の
、
石
毋
田

中
ノ
内
（
旧
字
名
四
ツ
穴
）
地
内
に

位
置
す
る
。

地
元
の
伝
え
で
は
、
石
塔
周
辺
は

寺
院
跡
、
南
側
を
走
る
小
径
は
古
い

時
代
の
東
山
道
と
い
わ
れ
て

お
り
、

知
絵
は
先
祖
の
供
養
塔
を
．
こ
の
寺

の
境
内
地
と
お
ぼ
し
き
所
に
建
立
し

て
い
る
こ
と
か
ら
．
こ
の
郷
に
縁
を

も
つ
一
山
一
寧
と
も
観
近
な
間
柄
に

あ
っ
た
か
な
り
知
名
の
憎
と
み
ら
れ
、

寺
の
創
建
の
時
期
は
．
鎌
倉
時
代
の

中
期
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
う
る
．
ま

た
．
出
羽
国
山
寺
立
石
寺
所
蔵
の
大

般
若
波
蘊
密
多
経
は
経
文
の
奥
書
に

よ
れ
ば
、
か
っ
て
伊
潼
郡
小
手
母
田

に
所
在
し
た
満
福
寺
旧
蔵
の
も
の
と

さ
れ
、
藤
田
大
方
・
内
谷
政
所
や
五

十
沢
殿
な
ど
、
伊
達
氏
の
家
臣
で
あ

る
有
力
武
士
層
の
、
帰
依
と
庇
縵
の

も
と
に
置
か
れ
た
寺
院
と
み
ら
れ
．

小
手
毋
田
は
石
毋
田
の
誤
り
で
あ
り
、

石
塔
付
近
に
あ
っ
た
蛭
沢
の
廃
寺
は
、

こ
の
満
福
寺
に
椎
定
さ
れ
よ
う
．

下
っ
て
戦
国
時
代
．
伊
達
氏
の
内

紛
天
分
の
乱
に
お
い
て
は
．
満
福
寺

は
伊
達
稙
宗
に
加
担
し
た
た
め
．
乱

騰
伊
達
晴
宗
に
よ
っ
て
寺
領
は
没
収

さ
れ
。
石
毋
田
城
主
石
毋
田
光
頼
の

弟
で
あ
る
石
母
田
肥
前
守
に
下
賜
さ

れ
て
没
落
し
、
廃
寺
の
運
命
を
た
ど

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
伊
達
家

文
盡
）

明
治
十
八
年
作
成
の
「
石
毋
田
村

地
籍
図
」
に
よ
っ
て
、
石
毋
田
供
餐

石
塔
周
辺
の
字
申
ノ
内
・
蛭
沢
・
荒

屡
敷
・
細
内
の
字
切
図
を
集
成
し
た

地
割
図
と
現
地
踏
査
の
所
見
に
よ
れ

ば
、
石
塔
と
蛭
沢
川
を
挾
ん
だ
対
岸

蛭
沢
の
四
十
四
か

ら
四
十
九
番
地
に

か
け
た
地
域
は
、
東
西
杓
四
十
Ｍ
・

南
北
九
十
Ｕ
の
長
方
形
状
の
地
形
を

な
し
、
周
辺
に
は
輻
が
約
五
日
の
土

塁
か
巡
ら
さ
れ
て

い
た
地
割
が
み
ら

れ
。
西
側
に
そ
の
一
郎
分
か
残
さ
れ

て
お
り
。
こ
の
土
塁
の
内
側
か
満
禍

寺
屋
敷
と
み
ら
れ
る
。

北
側
に
あ
る
蛭
沢
川
か
ら
取
水
し

た
水
路
は
、
満
福
寺
庭
園
の
苑
池
か

環
濠
へ
の
導
水
路
と
も
考
え
ら
れ
、

石
塔
の
北
側
中
ノ
内
九
番
の
、
方
形

を
な
す
地
割
は
堂
塔
の
跡
地
で
も
あ

ろ
う
か
。
ま
た
、
蛭
沢
酊一
番
の
地
は

今
は
防
火
用
水
槽
の
敷
地
と
な
っ
て

い
る
か
、
か
つ
て
の
蛭
沢
ノ
池
跡
で
、

池
畔
に
は
仏
像
の
台
座
石
等
か
残
さ

れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
漓
隰
寺
推
定
地
の
南

側
の
地
は
。
三
左
衛
門
長
者
屋
敷
の

伝
承
地
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お

き
た
い
。

国
民
年
金

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

国
民

年
金

は
。

あ
な

た
の
老

後
を

保
陣

す
る
大

切
な

制
度
で

す

。

保

険
料
を

納
め

忘
れ
て

い
ま
す

と
、

万
一

事
故

が
あ
っ

た
と

き
、

障
害
基

礎
年

金
や

遺
族
基

礎
年
金

な

ど
の
年

金
を

受
け

ら
れ

な

い
こ

と
が

あ
り

ま

す

。平

成
一
‘一
年
度

保
険
科

の
納

め
忘

れ

が

あ
れ

ば
。
年
度

内
納

付

に
心
掛

け

平

成
四

年
度
保
険
料
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

蟲
｛

付
加

� 竃
　

雌

�
紬

別
一

〇

、
一（

Ｘ

）
円

�
へ

七
〇
〇
円

�
月

糲

一
二
『

こ

Ｏ
Ｏ
円

�
二

六

ｉ

（

）（

）
円

�
早
　
　

鶴

割
引
前
納
の
お
す
す
め

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

前
納
糾
度

こ

年
分
を
ま
と
め
て
納

付
す
る
）
が
あ
り
、
前
納
し
ま
す
と

そ
の
保
険
料
は
年
五
・
五
％
の
割
合

で
複
利
原
価
法
に
よ
っ
て
割
引
計
算

さ
れ
ま
す
。

前
納
を
取
り
扱
う
期
間
は
、
平
成

四
年
四
月
一
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま

で
の
一
か
月
間
で
す
。

◇
定
額
前
納
額

一
一
三
、
五
九
〇
円

（
前
納
割
引
額
二
．
八
一
〇
円
）

◇
定
額
十
付
加
前
納
額

一
一
八
、
二
七
〇
円

（
前
納
割
引
額
二
、
九
三
〇
円

）

保
険
料
の
免
除
制
度

国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
が
困
難

な
と
き
は
、
免
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

世
帯
の
所
栂
が
低
く
生
活
が
苦
し

い
。
病
気
を
し
た
、
災
害
や
事
故
に

遭
っ
た
な
ど
、
事
情
の
あ
る
方
は
印

鑑
持
参
の
う
え
、
四
月
中
に
住
民
福

祉
課
年
金
係
ま
で
ご
相
践
く
だ
さ
い
。

保
険
料
は

期
限
ま
で
に

平
成
四
年
度
保
険
料
の
納
付
期
日

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

納付月 納付期日 納付月 納付期日

前 納

４　月

５　月

６　月

７　月

８　月

９　月

４月30日

４月15日

５月15日

６月15日

７月15日

８月17日

９月16日

10 月

11 月

12 月

.1　月

２　月

３　月

10月15日

11月16日

12月７日

１月18日

２月15日

３月３日

■
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
年
金
係

魯
翦
2
1
1
1
　
内
線
１
３
５



国　保

ご
存
じ
で
す
か
？

学
・
遠
の

被
保
険
者
証

国
民
健
康
被
保
険
者
証
は
一
世
帯

一
枚
が
原
則
で
す
か
。
修
学
や
長
期

間
の
出
張
な
ど
で
他
の
市
町
村
に
住

む
よ
う
な
場
合
は
、
一
枚
で
は
不
便

で
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
国
保
係

に
申
舗
す
る
と
も
う
一
枚
の
被
保
険

者
征
か
交
付
さ
れ
ま
す
。

学
保
険
者
証

被
保
険
者
が
、
修
学
の
た
め
に
親

元
を
離
れ
て
他
の
市
町
村
に
住
所
を

移
し
た
場
合
、
「
＠
」
と
い
う
学
生

の
た
め
の
被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま

す
。こ

の
『
＠
』
被
保
険
者
証
の
交
付

に
は
、
在
学
証
明
書
・
印
か
ん
・
親

元
の
被
保
険
者
証
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
申
請
の
際
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
・

こ
の
場
合
、
住
所
を
移
し
て

い
る
こ

と
か
原
則
と
な
り
ま
す
の
で
、
手
続

き
を
と
ら
れ
て
い
な
い
方
は
併
せ
て

手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
、
現
在

『
ｅ

』
の
被
保

険
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、

就
職
を
さ
れ
た
場
合

’杜
会
保
険
」

へ
の
加
入
手
続
き
を
し
て

い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
国
保

係
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

遠
被
保
険
者
証

ま
た
、
『
＠
』
と
は
別
に
『
嶝
』

の
被
保
険
者
征
も
必
要
に
応
じ
て
交

付
し
ま
す
．

こ
の
被
保
険
者
証
は
、
長
・
短
期

に
か
か
わ
ら
ず
．
住
所
を
移
さ
ず
に

国
見
町
を
離
れ
る
場
合
、
例
え
ぱ
旅

行
や
出
稼
ぎ
な
ど
の
と
き
に
交
付
し

て

い
ま
す
．
こ
の
場
合
、
被
保
険
者

証
・
印
か
ん
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で

ご
持
参
く
だ
さ
い
．

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

保
健
諜
国
保
係

魯
翦
2
1
1
1

内
線
１
４
３

電
話
の
移
転
手
続
き
は

お

早

め

に

電
話
の
移
転
は

局
番
な
し
の
一
一
六
番
へ

引
っ
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
が
近
づ
い

て
ま
い
り
ま
し
た
。
二
月
上
旬
か
ら

五
月
上
旬
は
電
話
の
引

り
越
し
も
お

申
し
込
み
か
集
中
し
、
大
変
な
混
雑

か
予
想
さ
れ
ま
す
。
引

う
越
し
し
た

そ
の
日
か
ら
電
話
を
お
使
い
い
た
だ

く
た
め
に
も
、
お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

移
転
に
伴
う
工
事
は

予

約

制

で

す

引
っ
越
し
日
か
決
ま
っ
た
ら
、
で

き
る
だ
け
お
早
め
に
局
番
な
し
の
一

一
六
番
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
・

Ｎ
Ｔ
Ｔ
福
励
支
店

眷
の
全
国
交
通
安
全
運

動

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は

大
切
な
「
命
綱
」

あ
な
た
は
車
に
乗
る
と
き
に
。
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
必
ず
締
め
て
い
ま
す

か
。
平
成
三
年
中
に
交
通
事
故
で
亡

く
な

り
た
人
は
一
一

、一
〇
五
人
で
、

三
年
連
続
一

二

○
○
○
人
を
突
破

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
特
に
、
昨
年

の
自
助
車
東
申
中
の
事
故
死
者
数
は

四
、
六
七
五
人
、
全
死
者
数
の
四
二

。

一
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
な
か

り

た
人
は
、
な
ん
と
三
、
五
七
七
人
で
、

七
六
・
五
％
で
し
た
・

も
し
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
た
ら
、
多
く
の

諄
い
命
が
助
か

う
た
は
ず
で
す
。

シ
ー
ト

ベ
ル
ト
は
あ
な
た
の
大
切

な

『
命
綱
』
。
車
を
運
転
す
る
と
き

は
ま
ず
、
あ
な
た
か
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
締
め
、
同
乗
者
全
員
が
締
め
た
の

を
破
認
し
て
か
ら
兇
取
ず
る
よ
う
習

償
づ
け
ま
し
ょ
う
・

ま
た
、
子
ど
む
を
車
に
乗
せ
る
と

き
は
、
後
部
座
席
で
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

四
月
六
日
～
十
五
日
の
十
日
間
に
、

『
春
の
全
国
交
通
安
全
運
助
』
か
爽

施
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
重
点
目
噤
は
、

①
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
匠

②
高
齢
者
と
子
供
の
交
通
事
故
防
止

③
違
法
駐
車
の
締
め
出
し

車
に
乖

っ
た
ら
ま
ず
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
ー

必
ず
忘
れ
ず
に
着
用
し
ま
し

一

般

公
開

角
田
ロ
ケ
ッ
ト

開
発
セ
ン
タ
ー

平
成
四
年
度
の
科
学
技
術
週
間
は

四
月
十
三
日
か
ら
四
月
十
九
日
ま
で

実
施
さ
れ
ま
す
が
、
角
田
ロ
ケ
ッ
ト

開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
と
お
り
施

設
の
一
般
公
開
を

い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
一
度
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

◇
日
　
時

平

成
４

年
４
月
1
8
日
（
土
）

午
前
1
0時
Ｉ
午
後
３
時
3
0分

◇
場
　
所

宮
城
県
角
田
市
神
次
郎
宇
高
久
藏

宇
宙
開
罷
事
業
団

角
田
ロ
ケ
ッ

ト
開
発
セ
ン
タ
ー

魯
0
2
2
4

魴
3
2
1
1

◇
公
開
施
設

管
理
棟
内
展
示
蜜
及
び
献
験
般
備

◇
映
　
百

『
時
代

は
宇

宙
へ
』「
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｄ

Ａ

Ｔ
Ｏ
Ｄ

Ａ
Ｙ

」

の
上

映

国
民
年
金

加
入
手
続
き
は

お
す
み
で
す
か
？

人
生
八
十
年
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
老
後
が
長
く
な
っ
て

い
ま
す
．

国
民
年
金
で
安
心
し
た
老
後
を
迎
え

る
た
め
、
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し

ま
た
、
国
民
年
金
の
各
種
届
け
出

は
人
生
の
節
目
節
目
、
例
え
ば
転
入

転
出
、
就
職
．
転
職
、
退
職
、
結
婚

な
ど
の
と
き
に
届
け
出
を
し
な
け
れ

ば
な
Ｉ
ま
せ
ん
．

特
に
、
第
三
号
被
保
険
者
（
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
）
は
、
配
偶
者

の
転
職
や
退
職
の
と
き
に
も
届
け
出

が
必
要
で
す
の
で
．
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
．

－

問
い
合
わ
せ

住
民
屬
祉
課
年
金
係

雲
醇
2
1
1
1

内
線
１
３
５

お

し

ら

せ



確
定
中
告
が

問
違
っ
て
い
た
と
き
は

確
定
申
告
を
提
出
し
な
あ
と
で
、

申
告
内
容
の
間
違
い
な
ど
に
気
付

い

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
こ
で
、
確
定
申
告
か
間
違
っ
て

い
た
と
き
の
訂
正
の
仕
方
な
ど
に
つ

い
て
脱
明
し
ま
し
ょ
う
。

《
税
額
を
　
多
く

申
告
し
て
い
た
と
き
》

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
、
税

額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ
と
に
気

付
い
た
と
き
は
。
『
更
正
の
請
求
』

を
し
て
正
し
い
税
額
に
訂
正
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

（
税
額
を
　
少
な
ぐ

申
告
し
て
い
た
と
き
》

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
、
税

額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
こ
と
に

気
付
い
た
と
き
は
、
『
修
正
申
告
』

を
し
て
正
し

い
税
額
に
修
正
し
て
く

だ
さ
い
・

〈
確
定

申
告

を

忘
れ
て
い
た
と
き
》

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
、
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な

い
こ
と
に
気
付
い
た
と
き
は
。
直
ち

に
確
定
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
税
務
相
鮫
室
や
税
務

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
税
務
相
談
室
福
鳥
分
室

魯
叨
４
８
１
１

・
福
島
税
務
署

霖
叫
3
1
2
1

お
知
ら
せ

町
道
の

交
通
規
制
に
つ
い
て

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
（
Ｎ
Ｔ

Ｔ
）
に
よ
る
町
道
へ
の
地
下
ケ
ー
プ

ル
埋
股
工
事
の
た
め
、
工
事
期
間
中

は
次
の
と
お
り
片
側
通
行
と
な
り
ま

す
の
で
。
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
。
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

◇
工
事
期
間

平
成
四
年
三
月
下
旬
～
六
月
頃
ま

で
◇
工
事
区
間

地
図
に
表
示
し
た
区
間

（
町
道
ニ

ー
○
一
号
線
及
び
町
道

三
号
線
）

◇
工
事
方
法

県
道
白
石
岡
見
線
と
の
交
差
点
か

ら
商
店
街
に
向
か
っ
て
、
一
日
当

た
り
約
十
メ
ー
ト
ル
づ
つ
掘
削
・

埋
戻
し
を
繰
り
返
し
て
順
次
工
事

場
所
を
進
め
て
い
く
工
事
で
す
。

戸 籍の窓口
（２ 月 受 付 分）

出生おめでとうございます

子 の 名　 保護者　　町内会

絢 香(あ や か)今野 好典 石母田北

里 紗(り　　さ)高橋 幸夫 第　 十

智恵美(ち え み)村上 義敬 第　 八

優 子(ゆ う こ)玉手　 淳 富 町 北

寒 磨(か ず ま)武田 将幸 山　 根

洋 之(ひろゆき)松浦 政弘 大 木 戸

晃 子(あ き こ)蓬田　吉夫 第　 九

光 平に うへい)佐廖 良平 川　 内

未 希(み　 き)佐藤 弘美 石母田東

貴 志(た か し)赤坂　 昇 内 谷 西

結婚おめでとうございます

氏　　 名

小 西　　 茂

高 擒 めぐみ

町内会

簗 十 二

隰 鳥 市

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　 年齢　　 町内会

木 村 平 吉　　85　　 石母田原

八 巻 勇 一　　56　　 徳 江 北

斎 藤 正 克　　32　　 第　 一

高 鵬 サ　ト　　65　　 山 崎 北

玉 手　と　み　　88　　 中　 部

安 藤 善三郎　　68　　 板　 擒

人 口 と 世 帯

３月１日現在(前月比)２月中のうごき

人
　
　

口

･男5,748 人(  十 10 )

女6  ,  163人(  十 8  )

一計11  , 911 人(  十 18 )

世帯数2  , 5戸(  十 2 )

転 入31 人

転 出17 人

出 生10 人

死　亡 ．６人

心配ごと相談日
場所：役場 二階相鎬盒|・●λ口からＳ入り７さい1

時間：９時～ 】Z時

こ まったことや、相談ごとがありましたら、

お飢鰹にご相談下さい。秘密は絶対に守り ます。

(相談員)

３月 日 ( 水）菊地 平助・佐藤八重子

４月４日（土）古田　三夫・谷津 智恵
４月15 日 (水）阿部 俊恒・山内 聴子

３月　 弥生(やよい)

17 日 (火）彼岸入り

20日（金〉春分の日

22日（日〉放送記念日

日 (月）世界気象デー

日 (水）電気記念日

４月　 卯月(うづき)

１日（水）土地月間

６日（月）春の全国交通安全運動

７日（火）世界保健デー

10 日 (金）婦人遇間

日 (月）科学技術週間

こよみ



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公民館

08 5 ｰ 2 6

（有) 4 1 5 6

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
な
ど
閉
講

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

昨
年
六
月
に
開
講
以
来
、
キ
ャ
ン

プ
。
伝
承
遊
び
、
外
国
人
と
の
交
流

な
ど
延
十
一
回
に
わ
た
り
実
施
し
て

き
た
少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
の
閉
講

式
が
二
月
二
日
、
こ
の
一
年
間
で
た

く
ま
し
く
成
長
し
た
仲
間
六
十
六
名

が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
春
日
公
民
館
長
の
挨
拶

の
後
、
全
員
に
修
了
証
番
が
渡
さ
れ

た
ほ
か
七
名
に
皆
勤
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

続
い
て
来
賓
の
蓬
田
教
青
長
、
畠

腹
藤
田
小
学
校
長
、
川
ｋ
森
江
野
小

学
校
長
。
小
野
大
木
戸
小
学
校
長
、

大
槻
大
技
小
学
校
長
の
祝
辞
が
あ
り

式
を
閉
じ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
サ
ー
タ
ル
ぽ
け
っ
と
の

お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
と
最
後
の
ゲ

ー
ム
を
精
一
杯
楽
し
み
、
お
別
れ
し

ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
ぼ
け
っ
と
の
皆
さ
ん
。

一
年
間
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
指
導
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
と
共
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

・
皆
勤
賞

（
藤
田
小
学
校
）

遠
藤

美
由
紀

斎
藤
　

敬

藤
阪
　
紀
憲
　

松
浦

郁
枝

安
孫
子
　
大
介
　
佐
藤

秀
信

（
大
木
戸
小
学
校
）

岡
田
ナ
ナ
子

▲少年仲間づくり教室修了生

中
央
婦
人
学
級

平
成
三
年
度
の
中
央
婦
人
学
級
で

は
、
次
の
一
二
つ
の
努
力
目
標

一
、
自
主
的
な
学
習
態
度

二
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
助

一
二
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

を
掲
げ
学
習
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
が
。
概
ね
達
成
さ
れ
。
二
月
十
九

日
、
二
十
四

名
が
出
席
し
て
閉
講
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
年
間
二
十
四
回
の
学
習

に
精
働
し
た
関
本
蓉
子
さ
ん
外
五
名

の
方
を
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。

式
の
後
、
最
後
の
学
習
と
し
て
、

祈
り
紙
で
お
ひ
な
さ
ま
を
作
り
ま
し

た
。
日
本
折
紙
協
会
講
師
の
内
池
和

子
先
生
の
指
導
の
も
と
。
久
し
振
り

の
折
り
紙
な
の
で
と
ま
ど
い
な
が
ら

も
熱
中
し
ま
し
た
。
一
見
や
さ
し
そ

う
で
も
や
っ
て
み
る
と
難
し
い
も
の

で
、
時
間
を
か
け
て
苦
心
の
労
作
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

▲中央婦人学級生の皆さん

成
人

学
級

昨
年
五
月
八
日
開
講
し
た
成
人
学

級
の
閉
講
式
が
二
月
十
九
日
、
四
十

五
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
閉
講
式
の
前
に
、
佐
藤
町
教

宵
委
貝
会
委
員
長
よ
り
、
「
近
ご
ろ

思
う
こ
と
」
と
い
う
こ
と
で
、
同
際

化
、
情
報
化
社
会
に
生
き
る
私
た
ち

は
、
日
本
及
び
日
本
人
の
よ
さ
と
い

う
も
の
を
再
確
認
し
、
今
後
ど
の
よ

う
に
考
え
、
対
応
し
て
い
っ
た
ら
よ

い
か
、
大
へ
ん
示
唆
に
富
む
お
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

今
年
慶
は
十
四
回
の
全
体
学
習
会

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
初
め
て
趣
味

の
グ
ル
ー
プ
学
習
（
社
交
ダ
ン
ス
、

ち
ぎ
り
桧
、
書
道
）
を
取
り
入
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
昨
年
度
以
上
の
人
級

生
が
あ
っ
て
、
多
数
の
方
が
受
講
さ

れ
、
今
年
度
の
一
二
つ
の
努
力
事
項
を

建
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
勧
賞
二
名
、
精
動
賞
十
名
の
方

に
賞
状
と
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
が
、

式
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
反
省
会
を

行
な
い
、
今
後
の
学
習
に
つ
い
て
の

貴
重
な
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま
し

た
。次

年
度
は
、
更
に
学
習
課
題
、
内

容
の
設
定
に
つ
い
て
充
分
考
慮
し
、

学
習
針
画
を
立
て
て
実
施
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

▲成人掌畷閉講記念琴輿

阿
津
賀
志
学
級

昨

年
四

月
二

十
六
日

に
開

講
し

た

阿
津

賀
志

学
級

の
閉
講

式

と
、
交

通

安

全
大

学
修
了

式
が
二

月
二

十
六
日

。

百
五

十
八

名

が
出
席
し

て
行

わ
れ

ま

し

た
。

式
は
阿

津
賀

志
学

級
の

歌
斉
唱

に

始

ま
り

。
春

日
館

長
の
挨

拶
、

一
年

間

の
学
習

実
施
報

告
を

し
た

後
、
館

長
よ
り

皆
動
賞

の
九

名
を
代

表
し

て

阿

部
文
夫

さ
ん
、

棚
勧
賞

の
Ｉ
‘一
十
八

名

を
代
衣

し
て
佐

藤
イ

ク
ヨ

さ
ん

に
、

そ

れ
ぞ

れ
賞
状

と
賞
品

が
贈

ら
れ

ま

し
た
。

続

い
て
Ｍ

永
町

長
よ

り
、

交
通

安

全
大
学

修
了
生
百

五
十
四

名

を
代

表

し
て

、
佐
藤
市

郎

さ
ん

に
修
了
証

が

授
与

さ
れ
ま
し

た
。

そ
の

後
、
冨
永

町

長
、
本

田
桑

折

警
察
署

長
、
蓬
田

教
育

長
よ

り
祝

辞

が
あ
り

、
最
後

に
藤
田

委
員

長
の

謝



辞
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
式
に
先
立
ち
佐
藤
町
教
青

委
員
会
委
員
長
よ
り
、
「
近
ご
ろ
思

う
こ
と
」
と
い
う
演
町
で
、
有
意
義

な
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
十
丘
回
の
全
体
学
習
会

や
、
二
十
八
回
の
趣
味
の
グ
ル
ー
プ

学
習
（
書
道
、
ち
ぎ
り
絵
、
社
交
ダ

ン
ス
、
ペ
タ
ン
ク
）
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
方
部
学
習
会
の
開
催
、
ご一
回

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、
世
代
間

の
交
流
を
図
る
活
動
な
ど
も
あ
り
、

数
多
く
の
参
加
を
み
ま
し
た
こ
と
、

誠
に
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

次
年
度
も
皆
様
の
ご
要
望

等
を
活

か
し
。
充
実
し
た
学
習
針
画
を
立
て

実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
多

敖
の
人
級
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。▲町長から交通安全大掌修了証の授与

青
年
ふ
れ
あ
いス

キ
ー
ツ
ア
ー

青
年
ふ
れ
あ

い
活
動
の
第
二
弾
。

ス
キ
ー
ツ
ァ
ー
を
こ
一
月
一
日
、
多
種

多
様
な
職
業
に
動
労
す
る
磔
年
男
女

二
十
三
名
の
ほ
か
、
ブ
ラ
ジ
ル
女
子

農
桑
研
修
生
五
名
も
特
別
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

場
所
は
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
か
ら
人
気

の
あ
る
裏
磐
梯
の
猫
瓜
ス
キ
ー
場
。

当
日
は
、
国
見
の
方
で
は
好
天
、

ス
キ
ー
場
は
曇
天
の
ス
キ
ー
日
和
で

し
た
が
、
カ
ラ
フ
ル
な
ス
キ
ー
ウ
ェ

ア
を
身
に
つ
け
た
「
く
に
み
の
美
男
、

美
女
群
」
は
、
広
い
ゲ
レ
ン
デ
を
自

由
自
在
に
滑
り
、
終
日
ス
キ
ー
を
楽

し
み
、
心
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

Ａスキーツアー参加者の皆さん

子
ど
も
移
動
図
書
館

お
ば
ち
ゃ
ん

あ
り
が
と
う

子

ど
も
移

助
図

耆
館

は
、

毎
月

一

回
、

各
小

学
校

を
巡
回

し
て

、
一
こ
年

生
以
下

の
児

童

に
本

の
貨
し

出
し

と

創
作

活
動

や
紙

し
ば

い
、

か
げ
絵

な

ど

を
や

っ
て
お

り
、

’Ｐ
ど

も
た
ら

は

楽

し
み

に
し
て

い
ま
す
。

ご
月
は

、

か
げ
絵

で

「
ア
ラ

ジ
ン

と
・！
ほ
う

の
ラ

ン
プ

」
ほ

か
を
や

っ

て

い
ま

す
が
、

こ
の

た
び

析
校
舎

が

で

き
、
大

喜
び

し
て

い
る
森

江

野
小

学
校
一
Ｊ一
年

生

の

児

童
一
こ
十

名

か

ら

「
お
ぱ

ち
ゃ
ん

、

お
兄

ち
ゃ
ん

ご

二

年

間
と

て
も
楽

し

か

っ
た
で
す

。
た

く
さ
ん

の
本
を

読

ん
だ
し

、
折

り
紙

も
お
ぽ

え
た

し
、

ど
う
も

あ
り

が
と

う
ご

ざ

い
ま

し

た
Ｊ

と
、
心
を

込
め

て
書

い
た
手

紙
や

か

わ
い

い
小
物

な

ど
を

た
く

さ
ん

い
た
だ

き
ま
し

た
。

ま
た
、
大
技
小
学
校
か
ら
も
。
一

年
生
の
お
礼
の
手
紙
、
一
一
年
生
に
は

レ
イ
や
折
り
紙
の
お
ひ
な
さ
ま
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
助
は
昭
和
五
十
一
年
か
ら

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
。
子
ど
も
か

ら
お
礼
の
手
紙
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い

た
だ

い
た
の
は
初
め
て
な
の
で
、
指

導
員
、
公
民
館
担
当
職
貝
は
大
感
激
。

急
ぎ
公
民
館

に
戻
っ
て
一
つ
一
つ
皆

ん
な
で
読
み
合
い
、
胸
を
は
ず
ま
せ

ま
し
た
。
今
後
の
活
動
に
大
き
な
励

み
と
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。

な
お
、
礼
状
な
ど
は
公
民
館
の
一

階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
来
館
の
と
き
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ａ一年間ありがとう（大枝小学校）

寄
贈
図
書

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

○
伊
達
郡
畜
連
史

一
冊

伊
達
郡
畜
産
農
業
協
同
組
合
連
合

会
様

○
短
歌
の
道
標

一
冊

田
村
郡
船
引
町
　

荒
井

力
様

○
ワ
ニ
と
ご
う
と
う
他

三
冊

福
島
日
産
自
動
車
株
式
会
社
様

○
民
話
と
伝
脱

全
十

三
巷

森
山
字
八
斗
蒔
　

寺
島
万
里
様

春の自然ふれあい教室

・と　 き　％（金丿公民館発 λM8:30
帰町 Ｓ５：〔Ｍ〕予定

・ところ　三春藩５万５千石の城下町方面

・=J－ス　公民館～夲宮～三春(  滝 桜 ､ 三毒城

跡、牧水餅筆歌碑．城下町敵策等）
～大玉（国天然記念物・馬場桜）～
国兇

一対　象　-･般町民 定員23名
・参加費　１人4.  繝円（飲物、昼食代含む）

・申込み　％（金）まで．参加費を添えて

行　事　予　定　表

月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　 事

３ �16�

月 �・中央婦人学級委貝会

�18�水 �・会津若松市文庫関係者視察のため来館

�19�木 �・公民館運営審議会

備　　 考 ���
・％ 小学校卒業式、小中学校修業式

・％　小・中学校入学式



成
人
病
に
つ
い
て

知
識
を
深
め
る

町

及
び

町
健

康
づ
く

り

推
進
協

議

会

な

ど

が
主
催
す

る

「
健

康
講
演

会

」

は
二

月
十

二
日

、
午

後
一

時
一
↓一
十
分

か

ら
町
福

祉
セ

ン
タ

ー
で

闘
催

さ
れ

ま
し

た

。

公
立
藤

田
総

合

病
院
院

長
の

本
宿

尚

先
生

を
講

師
に
迎

え

。

「
成

人

病

は

習
慣

病
‘

と
題

し
て

溝
義
を

頂
き

、

人

生

八
十
年

時
代

を
健

や
か

に
生
き

る
た
め
、
先
生
独
特
の
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
お
話
し
に
、
参
加
さ
れ
た
約

百
五
十
人
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
学
ん

で
い
ま
し
た
。

町
で
は
、
平
成
四
年
度
も
基
本
健

診
、
各
咄
ガ
ン
検
診
を
は
じ
め
健
康

講
演
会
、
健
康
教
室
、
健
康
相
談
な

ど
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
健
康
維
持
・
川
進
の
た
め
に
、

ぜ
ひ
多
数
の
方
々
の
参
加
を
お
願

い

い
た
し
ま
す
。

季
節
の
香
り

桃
の
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

桃
の
節
句
の
こ
．
月
三
日
、
東
北
自

動
車
道
国
見
料
令
所
で
、
町
職
員
の

後
藤
登
美
子
さ
ん
と
武
田
慶
子
さ
ん

か
、
料
金
所
を
通
過
す
る
ド
ラ
イ
バ

ー
に

”桃
の
花
束
”
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る
と
と

む
に
町
特
産
の
桃
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

こ
の
桃
の
花
プ
レ
ゼ
ン
Ｌ
‘
は
、
日

本
道
路
公
団
福
島
管
理
事
務
所
国
見

料
金
所
と
町
か
協
力
し
て
企
画
し
た

も
の
で
、
国
見
料
金
所
の
職
員
の
竹

さ
ん
が
敷
地
内
の
温
室
で
丹
精
込
め

て
育
て
、
三
分
咲
き
か
ら
五
分
咲
き

と
見
ご
ろ
の
二
百
束
と
、
厚
樫
山
の

風
景
カ
ラ
ー
写
夷
入
り
交
通
安
全
福

袋
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
’

冷
た
い
風
か
吹
く
中
、
桃
の
花
束

を
プ
レ
ゼ
ン
Ｌ
‘
さ
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー

の
皆
さ
ん
は
、
思
い
か
け
な
い

”
季

節
の
贈
り
物
”
に
大
よ
ろ
こ
び
し
て

い
ま
し
た
「
。

健
康
教
室
で

意
識
の
高
揚
を
図
る

町
保
健
課
が
主
催
す
る
「
宿
泊
鯉

康
教
室
」
は
二
月
二
十
七
．
二
十
八

口
の
両
日
、
福
鳥
市
黒
岩
の
県
青
少

年
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
健
康
教
室
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
健
康
に
関
す
る
知
識
や
枝
能
を

身
に
付
け
て
い
た
だ
き
、
健
康
に
対

す
る
意
廠
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、

国
保
加
人
者
を
対
象
に
今
年
度
初
め

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

町
保
健
婦
に
よ
る
健
康
相
談
を
は

じ

め
、
実
技

『
成
人
の
体
力
づ
く
り

運
動
』
、
公
皀
蘰
田
総
合
病
院
内
科

の
小
野
支
明
先
生
の

『
成
人
病
に
つ

い
て
』
と
題
し
た
講
義
、
成
人
病
を

防
ぐ
た
め
の
調
理
の
実
習
な
ど
に
、

参
加
さ
れ
た
ニ
ト
。二
名
の
皆
さ
ん
は

熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

時
間
跳
び

最
高
は
弱
分
９
秒

藤

田
小

乍
校
の

「
校
内

な
わ

と
び

大
会

」
は
二

川
十

ぺ
日

か
’ｈ
．一
．
川
川

行
わ

れ
、
体

育

や
休
み
時

間

に
一
生

懸
命
に
練
習
し
た
成
果
を
竸
い
ま
し

た
。種

目
別
の
優
勝
者
は
次
の
通
り
で

す
。糒　 目

氏　　 名

字　年・組
記　 録

交差跳び
佐久間　　 勉

（５年１組J
L450 同

あや跳び
佐久間　　 勉

（５年１組）
540同

二重跳び
後 藤　 智　明

（６年ｌ組）
32跏］

時間跳び
斎 藤　　 誠

（Ｓ年２組）
45分09秒

編
集
日
記

Ｏ
・
Ｈ

．
日
と
暖
か
く
な
り
、
存
の
訪

れ
を
肌
で
感
じ
ま
す
。
桜
の
閧
花
も

い
り
も
の
年
よ
り
？
ま
り
そ
う
で
。

舂
が
駆
卜
足
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

発
行

ふ
・
ｔ

国
兒
町
企
鹵
商
工
丿

隘
鳥
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▲健康朋演会

▲ドライバーに桃の花をプレゼント

▲講義「成人病について」を受講

４成人病を防ぐ調理の貰習

▲藤田小なわとび大会
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